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はじめに

三芳町は、武蔵野の面影を偲ばせる雑木林と田園風娯が町内の随

所に1公がり、緑豊かな自然に恵まれた町であります。占来より、三

芳野の里と呼ばれ、「三富開拓」に代表されるように畑作中心の純

牒村地帯として緩やかな発展をしてきましたが、都心から僅か30km

園内に位置することから、近年、宅地開発や企業進出によりその姿

を忍速に変貌させつつあります。

このような状況の中で、先人が築きあげてきた様ざまな文化や歴

史は、将米の発展に示唆を'j-えて くれるn重な迫産として保設し伝
え残していくべきものであるため、 二芳町では文化財の保殿を教宥

行政煎点施策として掲げ実施いたしております。とりわけ現在町内

に残された約40か所にのぽる追跡すなわち埋蔵文化財は、開発によ

り間接的に失われていく文化財ですが、幸いにして当町では国 ・県

の補助を紺て、晶録保存のための発掘調査を実施することができま

した。

ここに1:iJ行する三芳lllf町内追跡発掘調在報？叫rlは、国）柑 ・県特

補助事業として平成 2年度に実施された111「内逍跡発掘調査事業の成

果の記録}i=であります。

開発に先立つ発掘調介が実施され、本~l:が刊行できますことは、

ひとえに関係各位のご理解とご協力のたまものと)tl-<御礼申し上げ

る次第です。

本占が広く活用され、多くの方々の埋蔵文化財に対する理解と関

心を深め、先人たちの足跡を後他に伝え残すとともに、郷上の歴史

を知り、将米にわたりより一料の発展をしていくための一助となれ

ば幸いと考えます。

平成4年3月

三芳町教育委員会

教脊長富田侶~ 男
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例 己

I. 本どは、埼1~県入IIIJ/lll2芳町に所介する:)>町Ill「内逍跡の発拙調査報告内である。：：：：）｝町教行委

U 会が E体となり、国J小 補助 ・ 県1r袖助 ·]~棠として平成2年J虻に‘必施した溝在の成果をまとめたも

のである。

2. 本.r:-に収録した発掘 （，式掘），品l在は、 Iヽ1/oll補助'].!'.業「!Bf内迅跡発掘潤究」、μ棠として平成 2年／且

に船額2.166,5401り (ltl/ilU, 000. 0001り・県‘伐!iOO.0001リ・lllf"{¥:666. 5-101'J)で実施したものであり、

本ぽの作成は、平成 3 年度J'llliH補助 ·1~笈 「lllf内迅跡発掘溝1fJ•JJ叉 （補助対象窟[1. 760. 0001り）の

一環として実施したものである

3. 本占：の挿l:xl・I甜版作成、原fi.'.は執ホ、 '1-j.具船影、紺集は柳.JI租宏が'frった

.J. 本,,::に掲載したI:別版の縮}'-!等のふみ方は、それぞれの図で示した

5. 本占に掲載した地図は、国 I:地理院発行の l/25,000地形1・tj「り・野」および「志木」、 三芳町発

行の I/2.500三芳町令団である，

6. 兌掘，贔査及び/J¥I: 品の整理 ・報告にあたり 、 ト..~ の，，h氏 • 関係機I~にご教示 ・ご指祁を賜わっ

た 品して咆謝の．ざ．を火したいu (月Ci,f,l11J・ 敬祢略）

会ILi り］、荒Jt幹火、飯田允nn、it形紋則、）JII藤秀之、小出輝雄、佐々木1呆俊、笹森健一
斯波 治、杉本 良、 l山崎1(1.1成、坪1H幹男、 ・,,,.坂／貸人、鋭,:~11'1.久、橋本む人、柳沢健,,j、

和mi"r治、'ci¥'I:見rliヽi.号占館、 I: 怖Iii.Idi立Jlt-史民俗沢料館、埼 E県文化J!1保品諜、
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I. 序章

1 • 三芳町町内遺跡について

- 1-

三芳町は埼玉県南西部の荒川右l位に位閥し、西方には盆峠宜士と秩父、多麿の山並みを遠望

する平野地僻である。

西方約50kmのrf梅市付近より扇状に広がる武蔵野台地の北束部にあたり、台地緑辺からり）り

込む憐l析谷により僅かな起伏をもつものの、その殆どが関東ローム附にJI!,.(覆われ、ほぽ平坦

な地形を屋する。

三）『町は、上述のように関束ローム層の原＜堆積した台地が占め、特に町の西部域は河川も

少なく、広々とした台地が続いている。西部域の集落は、江戸時代の新田!Jl.l発によるものであ

るが、中でも元禄7年川越藩主柳沢吉保の命により行われた三窃地区の畑作新田開拓地 （三芳

町大~i=上窃、所沢市中宜 ・ 下団）は、埼至県指定旧跡「三窟開拓地割逍跡」 として指定されて

おり、今なお雑木林と畑地集落との整然とした区画が残され、武蔵野の典型的な新田開拓の面

彩を忍ばせている。

一方、町東部域はより武蔵野台地の絃辺に近く、柳瀬川を初めとする荒/11の沖積而に向かう

数条の河川や開析谷が台地を切り込むように什在する。これらの河川に沿って古くから開発が

進み、西部域とは異なった様相を呈し、原始 ・古代の迅跡も多く＃在する。

近年まで三芳地域は自然環境に適応しつつ純煤村地帯として緩やかな発展を遂げてきたが、

都心より僅か30km限内にあることから都市化の波を強く受け、急激な変化をしつつある。町の

束隣を走る束武東上線と地下鉄イi楽町線の朴l圧乗り人れ、関越n動車追路の1't通と町の南隣の
所沢インターチェンジの設骰等が住宅建設を促進させる結朱となった。

三芳町にはおおよそ40か所の埋蔵文化財包蔵地が知られるが、当然のことながら開発行為は

埋蔵文化財包蔵地内にも及ぴ、破壊の危機にさらされてきている。すでにそのうちの一部は住

宅開発により煙滅してしまったのもある。三芳町では、このような状況に対処すべく、文化財

保渡法改正後、特にII麻和51年度以降埋蔵文化財の保淡、と りわけ記録保存のための発掘，凋介に

力を注いできた。しかし、このような発掘調究は蚕食的 ・個別的，淵布であることが多く、允分

な時間と牧用を代やし調介が実施でき得ぬことも多く、また、開発者との1n1で調1ttt用・期1111

等について問題が生じることも少なくなかった。

「三芳町町肉追跡発掘濶ff.事業」は、このような問題を少しでも解梢すべく国W・県1しの補助

を得て、昭和58年度より実施してきたものであり、平成2年度で8年次Hとなる。遺跡範囲確

認調1f.の尖施により調1f.期間・方法 ・'ti川の積Zl等が谷易になったことと、 利益を目的としな

い個人住宅開発等の11用只担の1問題を解消できたこ とは本事業の成果といえる。

当1J1.業により、平成2年度は 1逍跡の発掘調介と 9地点の姐跡範囲確品調介を実施し、平成

3 年度に本·t~t;を刊行した。
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2. 三芳町町内遺跡付近の位置と環境

1) 地理的位置

三芳町の位閥する武蔵野台地は、 I~ 束平野の1llfTti部に位骰し、東1/lj約40~m 、 Ni北約30kmに及

ぷ人規校な台地として知られる。武蔵野台地の両北部はJJn治li:I浚（阿姐III丘陵）と人間川が境

となり、北束部は荒川の沖柘低地で終わる 114 rM部は、多l店川の沖Hi fl~地が境となり、 1-N東部

は束ふ（防料のいわゆるドIIIJ低地である ，

武蔵野台地は、奥多(ff.の山地よ り流れ出る多限川の間析fo,I~人地であるといわれ、そのI1Hi1に

あたる行悔付近でf加':jl80mをiJIIJり、ヽ・1川で約8501)所沢で約60m、三芳付近で約40mと東に向

かうに従い次第に低下し、武蔵野台地の末端部では椋高約20mとなり流川低地ヘポる。台地の

束端滞には、沖f.t't地に何かう幾つかの谷が形成されており忍,ii浅を成している

...:: j;lllfはこの武蔵野台地の北束糸>J:jll部に近い部分に位jriしており、 Olf11罪I¥域は椋高約tl5mを

測り、殆と平Jりな地形をJlする . Ji、ほf:i~Om の等，凋線を培とする町東部域には、荒J11とそ

の支流である柳瀬）IIや江川なとか形成する束）iの沖f1し地 (>rt川低地）に向かう谷が現介5条イf

在し、やや複雑な地形を？している。

この5条の谷を,tiからみていくと、まず、 ：：芳町と新l~idi . ,J.A~ 市を大きく 'J~l している谷が

荒川の支流 ・ 多I~川の名残川とも呼ばれる柳瀬JIIによ って形成された谷であるこの谷のf1Ljt;!:

には庄頂iからの湧水により小さな谷｝「が数多く形成されている

次に通称唐沢堀と呼ばれる堀割を通す谷が、）II越街逍JI暉11(現frの淑徳短期大学付近）に谷

頭をもち、火字竹!IlliJi'. と火杓俗久保の間に形成されている。以1i1fは谷叫付近に湧水があったと

lltlくが、現在は I:場等が建設されJIJ!.めヽ Iてられている この谷は .:.芳IBJIJ..Jにおいて比高烙約 5

m程の緩傾斜をもって間析し、ばJ:見市I~沢j·•八ケ I:付近 （東JI¥束 I・.線みずほ台駅と鶴瀬駅の

中柑l)で江川を流す谷に合流する

l,'1'沢堀の谷と合流する江川を流す谷は、大'j・:Ji和久保'j・:東の川越街迫付近に谷頭をもち、東）j

に延びている。この谷は、 I・. 述の），1riJ(堀を流す谷と窮u訓1字八ケ 1こ付近て合流し、 M°+兄江
川となって谷幅を広げ甜 I:見市水 r-·r~J越付近で沖Htliiiに全る 大字経久保字祁 I:塚付近の麻

1: 見rlijff_にも緩やかな谷が入り込んでいるt この谷は、通称枡ギ川を流す谷で湧水源は窮 I:見

市城にイf化し、谷頭部分が三）；•町内域にこく仰かに人り込んでいるのみである。

最後に、二芳町と）(Jt-1町の行政界付近に緩い谷が形成されている これは武蔵野台地の特徴

といえるよ無川の・つである砂JIIを流す谷である 砂川の流れは狭II I li:j:t): に端を発するが、 ニ

芳[flf まで流れはi抒らず所沢市中窃付近でii'i滅する ，三）；•町付近の砂川の谷は、現在,,,,j水排水川

の枷鳴としてイUt:する

上辿のように切町には、現在において台地をr胆l析する 5条の谷が形成されていることを確
認することができるが、柳瀬川の谷を除く 他の・1条の谷はいずれも緩やかなけl析である。 しか

し、これらの谷が延ぴる窃 I:兄市域の政蔵野台地北東端部付近では、いずれも谷底を深くし、

台地を切り裂くような念.i代をいする
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第 1図 調査を実施した遺跡 (1/20,0001
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2) 考古学的環境

_-: 芳町には約40か所の逍跡が知られる このうち lか所は埼玉県指定旧跡「三邸開拓地割逍

跡」であり、江Jj時代中期の武蔵野における新1111}}:J発の村洛形態の名残をとどめている。残り

の全ては1原始 ・占代を中心とした埋蔵文化財を包蔵する逍跡である。原始 ・占代の逍跡の殆ど

は谷を臨む台地上に位閥するため、地形的条件により三芳町では町東部域に迅跡の集中が見ら

れる＾

柳瀬111を臨む台地 I・.には、沿跡が池紬して見られる＾第21又lに示した範1用で数えるだけでも

加；孔•に13か9所、右;;;;に3か所の俎跡が知られる。柳瀬川に而した逍跡のうち、左1-v=に位骰する

：：：芳町内には K流より占井戸111追跡 (38)、本村南追跡 (37)、本村北遺跡 (36)、北側遺跡

(35)が知られる 本村附逍跡は、かつて弥生時代q1期末袋 （宮の台式）の上器が出土したこ

とで知られる。また、近年の発掘凋介により弥生時代中JUI末葉から弥生時代後期末葉を中心と

する集洛逍跡として1立骰付けられよう 隣接する占JI:戸111逍跡からは、旧石器時代、縄文時代

早Jリl- 後期、弥生時代前期～後期、奈良 ・ .,~安時代、中Ill:の逍物が認められ、 縄文時代から弥

生時代を中心としながらも連綿と続く複合追跡として捕えることができよう 下流の市通遺跡

(34)、北通逍跡 (33)、上流の新座逍跡 (-10)、右料に位洲する柏の城逍跡 (42)、西原大塚追

跡 (1¥3)も弥生時代の逍跡として知られる。このように柳瀬川下流域には弥生時代の逍跡が集

中していることが分かる。これは、比校(Iり広い沖梢地が発逹していることや、台地緑辺からの

涌水により小さな谷戸が数多くイf-.(1:することが、初期の水稲耕作の*・産店盤として適していた

ためであろう。

店沢堀を流す谷に沿って、右岸に tlrl¾il追跡 (29) 、 1 1: IH窪辿跡がイ｛：在する。新開逍跡は昭和

51年から逍1f.が進められ、 Ill石器IIか代キャンプ跡や平安時代の窯跡、エ房跡が発見されたこと

で知られる。 '1:11',窪辿跡 (39)からは縄文時代の集石や麻製石斧、弥生時代の上器片が確認さ

れている また、対iドの三方J,lf1)~ 辿跡 (28)、やや ドった位佑に松ノ木 ・/Jf沢姐跡 (27)がイi

在しIll石器 ・縄文時代のキャンブ跡 ・集治跡が検出されている。

江川水源付近の右枠には、 i及捨追跡 (26)がイf在する 過去数回の発掘謡11f.が行われ、旧石

器 ・縄文早期～中期 ・、F安時代の複合逍跡として抽えられている 現在の水源よりl}l,J析谷はさ

らに奥に人り込み、谷に沿って.)か所の逍跡が知られる 右料には藤久保束遺跡 (22)、藤久

保束第-追跡 (23)がイr:・(1:する 藤久保東第 ＿追跡からは、 I b期からlC JU]の石器詳が検出

されている 左;;iには、 ,i紹久保束筍三追跡 (24)、藤久保逍跡 (25)が存在する。共に旧石器

時代から縄文時代にかけての追物 ・追構が検出されており、藤久保束第三遺跡 ・藤久保逍跡か

らは、対岸にイf・在する藤久保束第今且跡とほぼJ,;J時期の追物が検出され、その関辿が注目され

る 江川下流域（富l見市域）には、左料に本11追跡 (21)、1径起線文十器をmtした八ケ上

追跡 (20)縄文1ili期 ・奈良時代の集落跡が発見された殿山逍跡 (16) が{?在する。右作には、

旧石や縄文1前期のH塚で知られる打越追跡 (18)や111崎辿跡(]7)がイf在する。

このように、 鴻•付近には武蔵野台地柑辺部より切り込む間析谷が多く （-f.在しており 、 これ

らに面した祁台には必ずと言ってよいほど迅跡が集中 してイ(-{(している。
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第 2図 周辺の地形と遺跡 Cl/50.000)

I, l・li,・, 悩Illな 2. 長宮遺跡 3, 鷺~j且跡 I, 宮也迅蹄 5 . l1Jヶ柑過ij; 6, l仙：1liiが 7. illllrt1 

逍跡 8, 1Jtiノ原迅跡 9. 人JI氏館跡 ・人JIい l逍；跡 JO, ~i台必跡 11. ll'Ji.111逍粉 12. ill公：逍跡

13. ;J;J沢追跡 J.I. 約 1囁｝蹄 15. :.•.'.H1, 遁跡 16, 殿111』直跡 17, 111約」且蹄 18. H越選跡 19, 水fHぶ

20, Iヽ ヶト遺跡 21. ,1,: I I直跡 22, JI~ 久保~t逍蹄: 23, ,~ 久保火冷 逍跡 2•1 , 柱久保束芍三迅跡 25. U! 

久保逍跡 26, 俣怜追跡 27, 松ノ4、・l,lti/{逍¥fl,28. ..:. 1~1,11 ii{俎跡 29, 祈l ~l迅跡 30. 束台遺跡 31. 正

網俎跡 32. 栄谷ツ迅跳 3:l,」じj勇遺跡 、3-1.'加!fiii'li¥が 35, 北側j且跡 ar.. 本村北逍跡 37. 本け,ti逍跨

38. 占JI:戸Ill逍跡 39,'J./11汗遺跡 10, iii, 小遺跡 1 l. 城逍蹂 12. 村lのJ成追跡 1:wり）fiJ:. 塚俎跳 41, r" 

forJ..1111遺跡 15. iHlll/受』跡
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3) 周辺の遺跡と時代

番」I必 縄文時代 弥生時代 占墳時代
奈 中In 

中後木前中後
平

跡 名 所在地 石 位早．前巾後晩 湖考
月・ 器

創期期期 I~ 期期 ＼ 良 安 世
JUJ期初明期期

I ヒ面岡1.1塚 l・ 福岡市
2 艮宮遺跡 ヒ福岡rh ヽ-
3 輩森遺跡 上福岡市 10  。

゜-I g廻遺跡 訂上見市 0 

゜5 朗ケ舞遺跡 大井町

゜ ゜6 T!l/t遺跡 大井町

゜ ゜7 江川南遺跡 大井町
、

0 0 ' ✓ 

8 西ノ原遺跡 大井町 う

゜
。
゜゚ ゜゚， 大井氏館跡 大井町 Cl 

゜゚゚
() I 

大井戸」・』遺跡 大井町 、1

゜゚10 •l! 台遺跡 大井町

゜゚
0 

゜
、-_,. 

II 貝塚山遺跡 i;r士見,nこ） ~ 。
゜゚ ゜12 山室遺跡 窮士見rn -f 

゜゚13 羽i応且跡 宮上見市 "J 0 。 ぐJ

I.J 谷津遺跡 官士見市 ｝ 

゜゚゚ ゜゚15 黒f!戸遺跡 ?:¥"士見市

゜ ゜゚16 殿山遺跡 富士見市

゜17 山崎遺跡 訂上見市

゜18 打越遺跡 宮士見rfj 1, ［ 

゜゚゚ ゜゚ ゜
',-'' I 

19 水f貝塚 宮士見市

゜
e• 

'lO 八ケ上遺跡 宿L・見市
・. 

゜
- l 

21 本目遺跡 ,;s..t見市 '・-' 

゜ ゜
C 

22 藤久保東追跡 三方町 ） 

゜゚23 藤久保屯第二遣跡 三月町 9、
24 藤久保屯第三遺跡 ＝．片町

゜25 藤久保道跡 三芳町

゜26 俣陸遺跡 三芳町 u 

゜゚ ゜27 松ノ木・1占沢遺跡 宮上見市

゜
0 

28 三芳Mt沢遺蹄 二汚町 C: ↑ 

29祈開遺跡 三万町 I 

-
30 屯台遺蹄 窮七見市 ' I 。

゜
I. 

31 正網遺跡 窪L見市

゜゚゚ ゜゚゚ ゜
'l u 

:i2 栗谷ツ遺跡 ',.-;{士見市

゜゚ ゜゚゚ ゜33 北通遺跡 ぼ上見市

゜゚ ゜
〇

゜゚ ゜ ゜
0 

゜34 南通遺跡 訂上見市

゜
0 

゜
0 

゜35 北側遺跡 ご芳町

゜ ゜ ゜゚:!6 木卜！北遺蹄 三乃町

゜
0 

゜ ゜
。
゜37 本村南遺跡 三片 町

゜
() 

゜゜38, 占井戸山遺跡 二：芳町 J 

゜
0 

゜＇ ゜ ゜゚゚39 生出窪遺跡 三月町 （） 
‘ 

-10新I怪遺跡 祈 1世市

゜
0 

゜-II 城遺跡 所沢市

42 柏の城遺跡 志木 rli

゜
。
゜゚-13 西原大塚遺跡 志木市 ） 

゜ ゜゚゚4-1 F宿内tlJ遺跡 消瀬 rl1

゜45 iHlll後迅跡 ..:.)'j町

゜
() 

゜
LL一

゜



3 . 調査組織と参加者

調査組織

溝介主体者 三芳町教if委貝会教fr長岡村 w≪ (・r:成 2年11月 111退任）
教ifl~ 窮IUf.,リ｝ （平成3年3月1日lrff・）

調1t•J~務局 森111賜一郎 (.:::)j町立歴史民俗：tt料館長・平成3年3月31日退1T:)

松本輝男 （：：：：．．芳町立歴史民俗；介料館長 ・.,勺戊3年,tJJl□.fr任）
馬場初iC (三方町ヽりが史民俗脊料館主ff:)

ー 7-

秋LI」（車ー (.=. 芳町ヽ四が史民俗rt料館 iこ・JJ.-,~, 成3年3Jj 31口退任）

佐藤雅之 (.3. 芳町立歴史民俗；tt料館主・JJhfJ) 

調査担‘片者 松本富雄 （三芳町ヽ i:歴史民俗脊科館副館K・学芸ll>

柳井索宏 （三芳町ヽ i:歴史民俗1t料館主事 ・学盗U)

平成2年度発掘調査・整理作業参加者 （調査協力員）

池上英雄、井砂ヤ1次、 Jt-砂ト シ、 ｛色玲r-、K久保祁彦、岡村俎[、小野沢紋太郎、
明松疫（-、合田 恵、 j11f野俊郎、斉藤常占、佐楳徳f、新111登和子、恥ifll男、糸111¥(1戦次、

凶6節千、柳下ケイ f-、iii部木松

平成3年度整理作業参加者 （調査協力員）

池上英雄、 一色玲 f・公、岩佐明又、小野沢紋太郎、明松姫{・、合Ill 恵、河野俊郎、

杉「l:li告［・、新田登手nr-、塙 fl! 男、具尼節r-、l_i¥;fn代 r-

4. 平成2年度の調査

発掘調査

1)藤久保束第四追跡

所在地 ：：：：：芳町）こ字藤久保字東803-4,8 I凋11:JUJIHJ: ・ド成2年 IJI 23ロー IJl 27口

開発行 ： 発掘通勺I:・l'-J成2年 IJI 16「I.=芳歴発第16-l号

調究而秋：443.77nt 受Jll~j1.fi'.Ell : ・t;_1成2年10月22112委保記第5-2084り・

遺跡範囲確認調査 （試掘調査）

追跡名 所在地 ふ~1flfii枯 原ltl ＇，謁介．期間

l)戊1111後遺跡 藤久保88-12 105m' fl:.'t建設 ., 勺IX,2年5月29ll 

2)藤久保束第三追跡藤久保336-6他 800m' 施設紐役 、F成2年6月1sn-7月3Jn

3)南新焼追跡 藤久保1110-57 158n{ 住宅建設 ・r: 成2年9JJ 12□ ~911131] 
4)三芳唐沢逍跡(A) 藤久保454-8 397m' fl:<む建設 1勺成2年9Jj 18日-9 J」190

5) -=-芳唐沢逍跡(Bl 藤久保431-22 l32nl fl:'む建設 杓必2年4J J 19 D -9 J J 20 11 

6)俣怜追跡 藤久保394-5 16801置 f I:'む建,ill: 平成2年lOJ-J2 LI 

7)生ti¥t彬逍跡 竹lltl沢258-2 9491112 社貝'/:Ht鳩と平成2年10月180~10月19日
8)新開遺跡(A) 竹llll沢351-5 317m' 介J,j[建設 1祖成2年11JI 27口

9)新開追跡(Hl 竹lllliJ{352-1 IOOm' ル「ti社易造9成 fl必3年 1J J 21 n -1 J 125 n 
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Il. 各追跡の調査
1 • 藤久保東第四遺跡の発掘調査

Ii~ 久保束第四逍跡は、埼屯肌人l!¥J'/tll: j~'III「大字J/栢久保'i:束803番地4.8、江川最 ,-.流部左岸に

位閥し、対粋には必久保東．追跡が1[{1する 溝1tは、個人住’む建点に先立つ埋蔵文化財記録保

ィ仕周介として113.77m1を対象とし尖施したc

溝1,~地は、 /,',I!tiの雌蔵文化財包Ii浚地 (~,\j釦跡番り·32-020) 束限部分にあたる。

, JAJ介に令る経約は、 •jL成 2 年 2 月に l:J也IYr-f噴より分家住宅新築にかかる問い合わせが-: j~ 

Ill]教rt委且会にあったことに始まる 町教Tf委U会では、当該地が周奸1の埋蔵文化財包1磁地内
に近接しているため、1)1]発を行なう際には1哺iの発掘閥介が必要である旨をlul答した。計両が

具f~化した ·r~,成2年 IJj !Zn付けで耕l発者 よりJilt祓文化財発掘のl111/l'iが文化Ir'長官宛

に提出された ヅ~'Ill「教-({委且会では、個人fI:, むにかかる 1記録保イf調介であるために、「ii/ii湘h

助,Ji染「Plfl村追跡発掘，加）ff.」の・環として,J.'J1tを')孔施する ・jiとし、発掘試抒t辿知を文化1『長官

宛に提Illした

＇よ11f.は、 fl成2年 IJI 2311から 1JI 27! Iにかけで）蒻位した。

今!nlの逍介ミ地は、東方に位1nする麻 u訓j}j面へ此威野台地を併1析して流れ/IIる、小河川江

第3図 藤久保東第四遺跡調査区位醤図 (1/5.000)
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~~ 三［さ［言;j~
:; ご；: ニ:~~: I口
して調査区全域に5mx5m

のグリッドを設定し、その中
3-

に2mx2mのトレンチを表

土層から人）Jにより掘り下げ

ていく >Jiとした。

人）］により設定されたトレ
4-

ンチ内の表土層 （耕作土）を

剥いだ状態での遺構の確認は

無く 、表上附中の逍物も皆無

であったことから予測された 5-

純文時代の逍構は無いと判断

された。そこで、旧石器時代

の遺構 ・追物の検出を行うた

めにローム層の掘り下げを行 6-

った。その結呆、ローム~v, J-. 

面より平均25cm掘り ードげたと

B
ー C

I
 

D
ー

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

第4図 藤久保東第四遺跡調査区全測図 (1/2001
ころでいわゆるソフトローム

の堆積が終わり、ハードロー

ムとなるが、逍物の検Ir¥は無

かった。

そこで、念のためハード

ロームh'-1(4 h'1)を50cm掘り

下げ、武蔵野台地標準土~,1

培中而まで確認を試みたが、

追物 ・逍構共に検出は無く、

当該消:itf.地には遺構のイ千在が

無いと判断し、調究を終（し

た。
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2. 浅間後遺跡の試掘調査

1-kllll後辿跡は、これまでに2fuJの発拓1,Jl,J介がJi施されている その結果、旧石器時代 rn陪
ド部より石器ユニ I ト・礫/If等）、縄文u.y代 ・・r安時代の I沿片片が検出されている しかし、
本追跡は、東武束 I・.線鵡瀬駅に近く、 'rtくから住宅開発が巡められており、明確な逍跡範囲が

つかめていない状態にある

第 5図 浅間後遺跡調査区位讃図 (1/5.000) 

ー ロロ
ロロ

第 6図 浅間後遺跡調査区全測図 r1/200) 

今f1i]の；詔f.区は、前年1虻に

,A掘，凋1f.を')~施した部分の北

に隣接している。前年度の試

掘砒崎では、辿構 ・追物共に

確よされていないところか

ら、今[nlの湖代区も追跡の範

間外にHI当する可能性があっ

たか、逍跡の範IJtlをIllじ返する

ために試拙，凋1f.を‘必施した

調在は、 ・Hx2年5月290

に実施された敷地叩直を

枯準として2mx2mの任慈



のトレンチを設定し、人）］に

より表土層の除去を行った。

表土培からの追物の出土は確

忍されなかった。

表土層除去の後、ソフト

ローム附」～．面の%ti:.'tを尖施し

逍構 ・辿物の確品に努めた

が、共に検出を見なかった。

その後、ソフトローム培を

掘り下げ旧石器時代の逍構 ・

造物確認を実施したが、逍物 章．~
等の検鱈確認されなかった 筐

ために、当該地は逍跡の範囲 -. 
ャ・
匹

外であると判断され、 IIじ録作

業実施の後、ただちに埋め戻

し作業を尖施し、 ,J~l介を終 f

した。

3 -藤久保東第三遺跡の試掘調査

- IL -

~ 

本遺跡は、武蔵野台地を開析する小河川H:川の/1と1浙揺じんJ;!:fi'地緑辺部に位岡し、およそ

15.000m1の広がりを持った迅跡と推定されている。今1111の晶11tは、 llfifll63年に実施した兌掘調

査の、北凋壺部分に当たる。

本遺跡の発掘調介は過去2[111行われており 、 ll{itll61 年に尖施された今1111 .~t掘，J,\11,~他の囮隣に

位問する部分からは、 Ill石器

時代石器集中部13か所およぴ

縄文時代炉穴3J如が検出 (...:.:

芳町教-({委且会「藤久保束第

二逍跡」 1987年）されてい

る。また、 [I{{手1163年の発掘，凋

査においてx~―,1陪にかけ
ての石器群が検出されてい

る。今囮のよ掘調介は、平成

2年6月18日から開始され

た。土地境界杭を）¥準とする

仔疫のトレンチを改；とし、バ
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第7図 藤久保東第三遺跡調査区位置図 (1/5.000)

--, 

／クフォーにより表土層の除

去を行った。その後、人力に

よるロームlr1の掘り Fげ・梢

1tを実施した。

その紺渫¥H、1中より県曜石

破片ハ培中より砂岩製ハン

マー 1点、 Xa 11'1中より打製

石斧 1.点が検ll'iされた。

しかし、 逍物が確認された

附位が舷終逍物包含附であ

り、U(l.fU63年の調介結果を鑑

みこれ以 I・.の調介は不必災と

判断し、＂じ録作業を尖施し 7
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月3JIIにすべての作業を終fした。

本米であれはここに111土逍物等の1洋細を..cすべきところであろうが、心具在については既に

「藤久保束弟二遺跡第2地.1.'I」(1991)としてll{HU63年I!£の瀾介と合わせて報）r1趾F
がVil行されて

いるため、参照灼,,えればギいである

/
 

第8図 藤久保東第三遺跡調査区全測図 (J/400)
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ロロ
ロロ

J
 

T

上

第10図 南新埜遺跡調査区全測図

(1/200) 



今lulの試掘，J¥]1f.は山林部分

にあたり、仕宅建設に先立つ

逍跡確認潤介として・ド成2年

, Jl 12日より＇）翡施した榜界

杭をJk準として2mx2mの

任意のトレンチを設定し、人

)Jによるt<t培の除去を実施
した後、逍構確認のための梢

1tを実施した しかしなが

ら、表r.中およぴローム~J-.

面での遺物 ・追構の確必は皆

無であったため、当該地に逍

跡のイ'-{:在はないと判断し、写真撤彩 ・f・;{I化，；じ録を行い!lJJ 13 llに終fした

5. 三芳唐沢遺跡の試掘調査 (A)

15 

三芳店沢逍跡は、束Jiに位謹する,;.,-I: 見rli城より台地に人り込む、 ),1:ii{堀と呼ばれる小河川

が形成した緩やかなけl析谷のIi岸.Iゴ益部に位Wtする この間析谷を挟んたJ.t;;~には、 III.{ i器時

代キャンプ跡や-,~安時代の究跡が検出された祈fJH追跡か{{-イI:する
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ロロ
ロロロ
ロロロ
ロロ

第12図 三芳唐沢遺跡調査区 (A)全測図 (1/200)

本遣跡の発掘調査は、過去3

回実施されている。第 1次調

企は砧士見市立両中学校建設

に先立ち昭和53年に窟上見市

逍跡調1t会により実施され、

旧石器時代石器ユニ ット5か

所、縄文時代炉穴等が検出さ

れている。2次調査は個人住

宅建設に先立ち三芳町教育委

貝会が昭禾1159年に実施してい

るが、逍構 ・辿物ともに検出

されていない。3次調介は、

個人住宅建設に先立ち＝芳町

教宥委員会が平成2年に実施

し、旧石器時代角錘状石器1

点、時期不明の溝3条が検1,廿

されている。

これらの調介ミ結果から本逍

跡は、 l「l石器時代 ・縄文時代

早期呵期の複合追跡として

捕らえられている。

今但lの成掘調介は、分家住

宅新槃に先立つ遺跡確認調在

として平成2年9月18nから

実施された。敷地境界杭を基

準として 2mx2mの任意の

トレンチを設走し、人力によ

る表七層の除去を行った後、

逍構確認のための梢在を実施

した。しかし、辿物の出ートは

皆無であり、追構も確認され

なかった。当該地区の第2羽

（迅構確認rffi)は純粋なロー

ム料ではなく、再堆積のロー

ムと見られる茶褐色の締まり

のないt層であった。唐沢堀
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に近付くほと表七培と第2陪

の堆積は)t/.<なっており、ま

た、谷底付近に見られる特有

の砂質の漆開色 Kの堆積が見

られたことから当該地区の南

側部分は肝沢堀のIll流路に近

い部分と推；とされた。 ,J~介の

結果、当該地には追構 ・追物

の#在はないと判断して、埋

め戻しを行い、9JJ 19nにす

べての作業を終了した。

6. 三芳唐沢遺跡の試掘調査 (B)

二芳1、月沢遺跡の概略につい

ては、 1iif項で記したとおりで

ある。今回の試掘調介は住宅

建設に先、,:ち9月19Bより尖

施した。調任は、敷地境界杭

を培準とした2mx2mの任

慈のトレンチを設定し、人）J

のよる表上培の除上を行った

後、逍構確品のための精介を

実施した ローム/1'1I: 而まで

に遺構 ・迅物の検mはなかっ
fこ。 しかし、当該地はIIJ石器

／
＼
＿
 0
0
 

0

0

 

0
 
o
O
 第13図 三芳唐沢遺跡謂査区 (B)全測図 (1/200)

時代のユニットを検出した 1

次ふ野1t区の西側に近いため、
▼→ ;:_'←←:::-:_:: ~』: ; . : ● , 

. "''~ ー」↓ ● '' .il 
Iヽードロ ー ム~'i ( I\ ~) まで ・-.• ----~-''": . . ・・・-'-・.'-．』'..」-・-- 」'・-ーu . ..'-・・. 一 .. 
の確認を行ったが追物の検1H三==直↓↓ .iii,,;: ;. :::---一伽會,..,,『....i:r,;

はなく、当該地に追跡はイ紐：

しないと判断し、埋めいしを

ffしヽ 9月20日に終｛した。
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7. 俣埜遺跡の試掘調査

本迫跡は、束）iに位i笠する紺七兄iJ1)fl面へ武蔵野台地を1片l析して流れ出る、小inJ川江川の上

流右粋台地上に位ii'tする

本追跡は、過よ:5地．＇・1ょにおいて発批凋介が尖施されている 俣怖逍跡A地．点の調ftは、昭和

52年7月30£1から 8月15日にかけて尖施され、 Ill石器時代の石器、縄文時代中期の柄鏡形住,,.;.

跡 l 軒、 ·1•:安時代の竪穴 ・炭窯が検出された B地点の，凋1tは、 II(イ和56年7月から 8月に行な

われたか、追構 ・逍物：がの検出はなかった，C地.i.'-1:の心11fは、 llfHll57年9Jl 1311からlOJl16日

にかけて尖施され、 Ill石器時代の逍物、縄文時代と推定される上仇 l基、近111:から近代と考え

られる消如伐構が検出されている I)地点の1謁ftは、 ll/ifll60年8月1日から 8月31日にかけて

実施され、 In石器時代礫肝及ぴ炭化物集叫メ、縄文時代早期の力吹25)如が検出されている。 E

地・'位の講椅は、 'fl戊元年7月2011から 7月30Llにかけて尖施され、縄文時代中期 {JJI噌利E

期）の七器）tおよぴ時期ィ渭明の 1-.杭 1J,~ が検出されている

本逍跡は、上心のとおり沿上の発掘湛介によって、 Ill石器時代 ・ 縄文時代中期 ・ •rl安時代の

追跡であることかUJJらかにされている追跡である

第14図 俣埜遺跡調査区位置図 (1/5.000)
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第15図 俣埜遺跡調査区全測図 (1/300)

今回の説11t地は昭和63年度

に，式掘確認．，凋介を実施した地

,r,',(の北側に隣接し、分家住宅

新築に先立つ遺跡確認調1tと

して平成 2年JO月2日に尖施

した。

溝1i:は、敷地境界線杭をl.l:

準とした 2mx2mの任慈の

トレンチを設定し、人）Jによ

る表土培の除去を行った後、

逍跡確認のための梢介を尖施

した。 しかしながら、長ヒ中

およぴローム1(1I: I面での辿

物 ・追構の確認は特無であっ

たため、当絃地に逍跡のイ千在

はないと判断し、記録作業を

行い湖1f.を終 (した。
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;,,.·~-~ 鼻,.. j-~ 8. 生出窪遺跡の試掘調査

'1:/1¥窪迎跡は、店沢堀上流

-
~ 
r.: である祈開追跡が存在する。
ゞ
本逍跡は、市街化調樅区域

内であり、畑地として現在も

生産が行われているところで

あるため、よ掘晶11f.も現在ま

でに 1地点しか行われておら

ず、逍跡の範IJtlおよぴ種類が

明確につかめていない 追跡

／
i

『

“ 

.,. 

11'Ill只

... __. 

ヽヽ

記

I II. l1' 

---- ,"¥, 

第16図 生出窪遺跡謂査区位醤図 1/5,000) 
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詳細分布，J,',濱の，Jり介によれは、

縄文時代一弥生時代の追物か

採集されている俎跡である

今fnlの，式掘逍介は、 Hi!Y.t 

建設に先、＇［つ逍跡確認調介と

して・¥成2年JOJJ181Jから尖

施した講11t地は、テニス

コートとして利用されていた

ところであったため、開発行

より,re機の提供を受け、枷2
m x22mのトレンチを南北に

3本1月堀した テニスコート

造成時に約2rn埋めヽ i.てられ

ていたか、原地表面は彩押を

うけていなかった

ソフトローム培伯→ ト而まで

屯機による掘l'ilJを行ない、そ

の後人）Jによる村噴を尖施し

追構 ・追物の確認、に努めたが

当，，亥IOIでの追構 ・ 追物•s:の検

出はなかった そこで、 Illイi

器時代の追梢 ．逍物の確品を

行なうため、 1トレンチ‘りた

り3か所のテストビノトをは

；とし1・眼］掘することとした。

ソフトローム面より約20t'm

掘りドげたところでハード ・ 

[1ームl1ヽ1(武蔵野台地捻9り.,.

!M 第 IV層）となり 、 )\~1下部

まで約20cm掘り Fげを行ない

確認した その条＼呆、迅物 ・

追構共に検出されなかったた

めに、当該地に迅跡は{{在し

ないと判断し、 IIじ録作梨を行

い9)119[1(こすべての溝介を

終 fした。

ー
ー
＼
、
—

第17図 生出窪遺跡講査区全測図 (1/400)
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9. 新開遺跡の試掘調査 (A)

新構］遺跡は、店沢堀l:i紹 i痒台地 I・に(f-在する 。 対;;~には、 IH石器時代～縄文時代の政跡と

される：．芳唐沢逍跡がイト(1:する 枡l即j辿跡はllflt115 1 年より K地区油i膀理·r~業に先立つ発拙湖

査その後の開発による，凋1f.:ヽが 1 6次に1Ji っ て行われ、 117:rii~時代礫詳 • 石器ユニ ット、、佐安時

代登り窯 .r: 房跡なとが検II',されている。

第18図 新開遺跡調査区位置図 (1/5.000)



/, 

口 D 

D 口

第19図 新開遺跡調査区 (A)全測図 (1/200) 

今回の，式掘，J肘介は、 II麻1163

年度に池11f.を尖施したrrr開追
跡'「C区のTIり隣にあたり、 ・r:
安時代窟某逍構の検出が期待

め、とりあえず任慈のトレン

チを設返し、パックフォーを

使用して盛土の除去を行う Iji

とした。盛土の除去を11:1地表

面レペルまで掘り下げてもコ

ンクリートやアスファルトが

埋まっていたため、 トレンチ

内の残士すぺてをパ ックフ

ォーにより除去することとし

た。その結呆、残tの堆柏は

f想以lこに深く、すぺての卜：

レンチで深さ約2.5111を，寸り ・

辿構 ・追物共に全く確品でき

ない状態であった。

- 23-
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第20図 新開遺跡調査区 (B)全測図 1/200) 

,. . 

10. 新開遺跡の試掘調査(B)

新1肋j逍跡の概如よ1ilf項で記

したとおりである。今!ulの試

掘，淵介は虹l:1IU易造1成に先立つ
-2 

砿＆．，凋ftとしで1勺成3年 1月

2JL1から IJJ 25日にかけて実

施した0 ,Jり介は、敷地楼糾,i,
-3 
を）よ準として lmx4 111のグ

リ 1 ドを設定し、その中に北

束閑を）如.'.・［とした2111x2m

-4 のトレンチを，没定し、人））に

よるl<tt,;qの除去を行った

後、沿溝確認のための精介を

-5 尖施したその結果、}<I: 中よ

り須忠器破J¥が検出され、更

にh'濯を実施したところ D-

-6 6 [.{において「以跡と見られ

るプランが1か所確認され、

B-1区 .C-'1区において

l.lJt: 党と見られる 1沿．器が集中

する治ら込みが3か所確認さ

れた

そのため、仙）JI呆什をする

ことが沼ましいと刊断し、 IJll

発者に保{[-を前提とした開発

.. 1袖lの変史をq,し人れたか、
,.t11hj変更は心1J能との紐，台に

逹したため、，心拙確認誤l介ミの

粘果をJじに調1f.JUJIIIJ・'l'i用等

の罪出を行ない、 1引発行に従

がし r水を1りたためにやむを
得ず受益者'lVJIJ負担による心

｀鉗保{fのための発掘，J:埼を.,,.

成3年1J Jより実施すること

となった。
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